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• 直方体や立方体の展
てん

開図から，見取図の対応
おう

する頂
ちょう

点を求
もと

める。
•さいころの展開図から，面の目の数を求める。
•さいころを転がしたときの上になる面の目の数を求める。

ね
ら
い

第 　 回 展開図と見取図14

例題 1 展開図と見取図
　図１は直方体の見取図，図２は同じ直
方体の展開図です。これについて，次の
問いに答えなさい。
⑴ 　図２を組み立てたとき，点Dと重な
る点は，ア～コのどの点ですか。
⑵ 　図２の点ウは，図１のどの頂点と対
応していますか。
⑶ 　図２の点クは，図１のどの頂点と対応していますか。

図1 図2
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Ｃ

　図１のように，立体を見たままかいた図を見
み

取
とり

図
ず

といいます。また，図２のように，立体を辺
へん

にそっ
て切り開いてできた1まいの平面の図を展

てん

開
かい

図
ず

といいます。
⑴ 　展開図で90度回転したときに重なる点は，組み立てたとき重な
ります。
　 　したがって，図３のように，点Dを90度回転させて重なる点コ
が，組み立てたときに点Dと重なります。 答　点コ

⑵ 　直方体の1つの頂点は，ほかの3つの頂点
と辺でつながっています。例えば，図４のよ
うに，頂点Bは辺で頂点A，C，Fとつながっ
ています。
　 　したがって，点ウは，頂点A，C以

い

外であ
る頂点Fとわかります。 答　頂点F
　※　点Aと点アは重なるので，辺BAと辺Bアは重なり，同じ辺となります。
⑶ 　直方体のもっとも遠い2つの頂点を展開図
上で結

むす

ぶと，長方形を2つならべてできる長
方形の対角線になります。
　 　図５の展開図で，点Cと点クはもっとも遠
い点となります。見取図より点Cからもっと
も遠い点は点Eなので，点クと対応する点は
頂点Eです。 答　頂点E

　※　同様に，頂点Eには，点イと点エも対応することがわかります。 
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解き方とポイント

応してい

Ｈ

を見た ように，
きた1

で90 な

って せて重
てた
つの の頂点
ています。例えば，図
で頂点A，C，

図3

Sa
mp
lelele

た図を見見
み

取取
とり

図図
ずず

といいます。また，といいます。ま 図
面の図を展展

てん

開開
かいかい

図図
ずず

といいます。といいます
したときに重なる点は，組み立てたとたときに重なる点は，組み立

のように，点Dをのように，点Dを909 度回
点Dと重なりま点Dと重

ほかの



124

第14回　展開図と見取図

展
てん

開図と見取図の対応
おう

する頂
ちょう

点の見つけ方
①　展開図で90度回転したときに重なる点は，組み立てたときにも重なる。
②　立方体や直方体の1つの頂点は，ほかの3つの頂点と辺

へん

でつながっている。
③ 　立方体のもっとも遠い2つの頂点を展開図上で結

むす

ぶと，正方形を2つならべてできる長方形
の対角線になる
　①　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　　③重なる 重なる

重なる 重なる
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※点Ｃからひいた矢印の先は、
　すべて同じ頂点になります。
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ポイント

基本問題　1，2
類題1
　 　図1は立方体の見取図，図2はその展開図で
す。図2のエ，キは，それぞれ図1のどの頂点
に対応

おう

していますか。

 エ（頂点　　　　　）　キ（頂点　　　　　）
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図1 図 2図1 図2

類題2
　 　下の図1は直方体の見取図，右の図2はその展
開図です。これについて，次の問いに答えなさい。

□⑴　図2を組み立てたとき，点Aと重なる点は，ア～コのどの点ですか。すべて答えなさい。

 （点　　　　　　　　　　　　　）
□⑵　図2のカ，キは，それぞれ図1のどの頂点に対応していますか。

 カ（頂点　　　　　）　キ（頂点　　　　　）
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基本問題　3

解き方とポイント

　図１のような立方体の展開図の場合，上の□の面が上になるように組み立
てると，真ん中の4つならんだ面（○，△の面）は前，右，後ろ，左の面にな
り，下のもう1つの□の面が下になります。
　よって，4つの面が1列にならび，その上下に1つずつ面がある立方体や直
方体の展開図の場合，組み立てると，4つならんだ面では1つとばした位

い

置
ち

の
面が向かい合い，上下に1つずつある面も向かい合います（図1で，同じ印

しるし

を
つけた面が向かい合います）。
　また，展開図では，ある面を90度回転させても，同じ立
体の展開図になります。問題の図は，図２のように を
つけた面を90度回転させると，図３のような展開図になり
ます。よって，
　　7－2＝5…あ，7－1＝6…い，7－3＝4…う
 答　あ…5，い…6，う…4

※ 　立方体の展開図の面を90度回転させると，いろいろな展開図がつくれます。全体を回転させた
り，うら返したりして同じになるものは1種

しゅ

類
るい

とすると，立方体の展開図は下の11種類あります。

図1

図2 図3

あ

い う

あ

い

う➡

例題 2 さいころの展開図

　さいころは立方体の形をしていて，向かい合う面の目の数の合計
は7になっています。右の図は，さいころの展開図です。あ，い，う
の面の目の数をそれぞれ求

もと

めなさい。 あ

い う

な展開
ると，

い う

方体や
とばし

ます（図

させて
は，図

と，図３

あ，7

体の
返し

➡

Sa
mp
le

Sa
m

同じ印

立
に pををな展開図になり図になり

…い，7－33＝＝4…う…う
答　あ…　あ…55，い…い…6，う…う 4

の面を面を90度回転させると，いろ度回転させると，
て同じになるものはて同じになるものは1種

しゅ

類
るい

図2図2

plplpplepleplplplplp
SS
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例題 3 転がしたさいころの目

　右の図のように， 4の目の面が上になっているさいこ
ろをマス目にそってすべらないように転がします。
　㋐の位

い

置
ち

まで転がしたとき，上になっている面の目の
数はいくつですか。

㋐

類題4
　 　右の図のように， 1の目の面が上になっているさいころをマス
目にそってすべらないように転がします。
　 　㋐の位置まで転がしたとき，上になっている面の目の数はいく
つですか。

 （　　　　　　　）

□

㋐

　右の図のように，さいころを上から見た図をかいて考えます。それぞれの部分は，
あは上から，いは後ろから，うは前から，えは左から，おは右から見た面の目の数
を表しています。
　これを右に1回転がすと，前と後ろの面の目は変

か

わりませんが，左にあった面の
目（え）が上へ，上にあった面の目（あ）が右へ，下にあった(見えなかった)面の目
が左へうつります。
　また，上に1回転がすと，左と右の面の目は変わりませんが，前にあった面の目（う）が上へ，上に
あった面の目（あ）が後ろへ，下にあった(見えなかった)面の目が前へうつります。
　このようにしていくと，下の図のようになるので，㋐の位置で上になっている面の目の数は6です。
 答　6

え お

う

い

あ

2 4

6

1

5 3 2

6

1

4

13

2

5

4 6 3

2

5

1 4 6

2

5

3

解き方とポイント

基本問題　4，5

類題3
　 　右の図は，さいころの展

てん

開図です。あ，い，うの面の目の数をそれ
ぞれ求

もと

めなさい。

 あ（　　　　　　　）　い（　　　　　　　）　う（　　　　　　　）

□

あ

い う

図をか
前から，

すと， 面の
上にあった面の目（あ）が右へ，下にあった(見えなかった)面

りま
上に んが，前
目（あ）が後ろへ，下にあった(見えなかった)面
していくと，下の図のようになるので，

え

1 6 3

Sa
mp
leえます。それぞれの部分それぞれの部分

から，おは右から見た面の目のおは右から見た面の目

の面の目は変の目は変
かか

わりませんが，左にあわりませんが
の目（あ）が右へ，下にあった(見えなが右へ，下にあった(見

がすと，左と右の面の目は変わりすと，左と右の面の目は変
ろへ，下にあった(見えなろへ，下にあった
下の図のように下の図の
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　　次の問いに答えなさい。
　⑴ 　図1は，立方体の展開図です。これについて，次の

問いに答えなさい。
　□①　点サと重なる点はどれですか。
 （点　　　　　　）
　□②　点イと重なる点はどれとどれですか。
 （点　　　　，点　　　　）
　□③　辺

へん

カキと重なる辺はどれですか。
 （辺　　　　　　）
　□④　辺クケと重なる辺はどれですか。
 （辺　　　　　　）
　⑵　図2の直方体について，次の問いに答えなさい。
　□①　頂

ちょう

点は何こありますか。
 （　　　　　　こ）
　□②　辺の長さが3cmと5cmの長方形の面は何こありますか。
 （　　　　　　こ）
　□③　3cmの辺は何本ありますか。
 （　　　　　　本）
　□④　辺FGの長さは何cmですか。
 （　　　　　　cm）
　□⑤　図3は，図2の直方体の展開図です。（　）の中に直方体の対応

おう

する頂点の記号を書きなさい。

　⑶ 　右の図は，さいころの展開図です。これについて，次の問いに答え
なさい。

　□①　あの面の目の数を求めなさい。
 （　　　　　　　）
　□②　いの面の目の数を求めなさい。
 （　　　　　　　）
　□③　うの面の目の数を求めなさい。
 （　　　　　　　）
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第14回　展開図と見取図

基 本 問 題
　 　図1は立方体の見取図，図2はその展

てん

開図で
す。これについて，次の問いに答えなさい。
 例題1

□⑴ 　図2を組み立てたとき，点Dと重なる点は，
ア～コのどの点ですか。

 （点　　　　　　）
□⑵　図2のカ，キは，それぞれ図1のどの頂

ちょう

点に対応
おう

していますか。

 カ（頂点　　　　　）　キ（頂点　　　　　）

　 　右の図1は直方体の見取図で，図2
はその展開図です。これについて，次
の問いに答えなさい。 例題1

□⑴ 　図2を組み立てたとき，点Aと重
なる点はどの点ですか。すべて答え
なさい。

 （点　　　　　　　　　　）
□⑵ 　図2を組み立てたとき，辺

へん

ABと重なる辺はどの辺ですか。

 （辺　　　　　　）
□⑶　図2の点アは，図1のどの頂点に対応していますか。

 （頂点　　　　　）
□⑷　図2の点エは，図1のどの頂点に対応していますか。

 （頂点　　　　　）
□⑸　図2の辺エケは，図1のどの辺に対応していますか。

 （辺　　　　　　）
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　　次の⑴，⑵の図は，どちらもさいころの展開図です。あ，いの面の目の数をそれぞれ求
もと

めなさい。
 例題2

□⑴　 □⑵　

 あ（　　　　　　　）　い（　　　　　　　） あ（　　　　　　　）　い（　　　　　　　）

　 　右の図のように， 6の目の面が上になっているさいころがあ
ります。このさいころをマス目にそってすべらないように転が
します。これについて，次の問いに答えなさい。 例題3

□⑴ 　㋐の位
い

置
ち

まで転がしたとき，上になっている面の目の数は
いくつですか。

 （　　　　　　　）
□⑵ 　㋑の位置まで転がしたとき，上になっている面の目の数はいくつですか。

 （　　　　　　　）

　 　右の図は，㋐～㋒のどこかの位置から，図の位置
までさいころをすべらないように転がしたときのよ
うすをあらわしたものです。これについて，次の問
いに答えなさい。 例題3

□⑴ 　このあと，このさいころを㋓の位置まで転がす
と，上になっている面の目の数はいくつになりま
すか。

 （　　　　　　　）
□⑵ 　転がし始めたときの上の面の目の数は4でした。㋐～㋒のどの位置から転がしましたか。

 （　　　　　　　）
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第14回　展開図と見取図

練 習 問 題
　 　下の図で，立方体の展

てん

開図として正しくないものを選び，記号で答えなさい。
　　ア　　　　　　　　　　　イ　　　　　　　　ウ　　　　　　　　　エ

　 　図1のように，高さが12cmの直方体の箱にリボンをかけ
ました。この直方体のたての長さは横の長さよりも5cm短く
なっています。リボンの結

むす

び目には30cm使い，リボンは
全部で148cm使いました。これについて，次の問いに答え
なさい。
□⑴　この直方体のたての長さは何cmですか。

 

□⑵ 　図2は，この直方体の展開図です。この展開図にリボン
をかけたようすをかきなさい。ただし，結び目をかく必

ひつ

要
よう

は
ありません。

　 　次の⑴，⑵の図は，どちらもさいころの展開図です。あ，い，うの面の目の数をそれぞれ求
もと

めなさい。
□⑴　 □⑵　
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　 　図1は，直方体ABCD－EFGHの見取図です。これを，図2のように切り開いたときの展開図と
対応
おう

する頂
ちょう

点を，下の方眼
がん

にかきなさい。ただし，方眼の1目もりは1cmとします。

　 　次の⑴，⑵の図は，どちらも右の立方体ABCD－EFGHの展開図です。
（　）の中に立方体の対応する頂

ちょう

点の記号を書き，立方体の面にひかれた折
お

れ線ACFHをかき入れなさい。

□⑴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □⑵　

　 　右の図のように，さいころをマス目にそってすべらないようにAの
マスからEのマスまで転がし，AからEまでのそれぞれのマスで上に
なっている面の目の数をたした和を考えます。これについて，次の問
いに答えなさい。
□⑴ 　㋐，㋑，㋒の面の目の数がそれぞれ1，3，5のとき，求める和は

いくつですか。

□⑵ 　求める和がもっとも大きくなるのは，㋑の面の目の数がいくつのときですか。
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第14回　展開図と見取図

　 　6つの面にそれぞれちがう形のもようがかかれた立方体のスタンプがあり，図１はその展
てん

開図で
す。このスタンプを図２のように㋐の位

い

置
ち

におき，マス目にそってすべらないように転がします。
スタンプは，ゆかとせっしている部分の面と同じもようがゆかにつきます。たとえば，図２のじょ
うたいからスタンプを1回転がすと，ゆかの㋑の部分には▶のもようがつきます。

　　これについて，次の問いに答えなさい。
□⑴　㋐の位置についたもようを，図３にかきなさい。

□⑵ 　㋒の位置についたもようを，向きも考えて，図４に合
うようにかきなさい。

 

　 　図１のような正方形のます目に1から16までの
数字が書かれています。このます目を立方体の展
開図となるように線にそって切り取ることを考え
ます。たとえば図２の太線で切り取ると，図３の
ような立方体ができます。
　　これについて，次の問いに答えなさい。
□⑴ 　図３で，ゆかとせっしている面以

い

外の数字の
和はいくつになりますか。

□⑵ 　立方体の表面の数字の和がもっとも大きくなるようにするとき，その和はいくつですか。
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